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Cefatrizine(S-640P)に よる各種 尿路感染症 と急 性淋疾 の治i療経験

熊沢浄一 ・　伊藤秀明 ・　稗田 定 ・　武居哲朗 ・　百瀬俊郎

九州大学泌尿器科(主 任:百 瀬俊郎教授)

原 三信 ・　原 孝彦 ・　南里和成 ・　山口秋人

三信会原病院泌尿器科

米国ブリス トル社研究所において開発された新合成セ

ファロスポリソCefatrizineを 萬有製薬株式会社から提

供を うけたので各種尿路感染症 と急性淋疾に投与 し,そ

の臨床効果,細 菌学的効果,副 作用について検討した。

CefatrizineはFig.1の よ うな構造を有しており,経

口投与によりよく吸収され尿中にもかなり高度に排泄さ

れるとい う6)。 したがって尿路感染症の治療にも使用し

うると考えられる。

投与対象と投与方法

昭和50年4月 か ら8月 までの間に九大泌尿器科お よ

び三信会原病院外来,入 院患者のうち各種尿路感染症 と

急性淋疾を有するものにCefatrizineを 投与 した。45

例に投与 したが初診 日以降来院せず経過を追求できなか

ったもの8例 認めたので今回の検索症例は37例 とな

った(Tablei,2)。

投 与方法は1カ プセルに125mgと250mgを 含有 し

ているものを用い,尿 路感染症には1日500mgを 朝 夕

食後250mgず つ2回 分服 したものと1日1,000m9を

毎 食後と就寝前250mgず つ4回 分服 と した ものがあ

り,3～10日 間 の連続投与を行なっている。年齢は20

歳 から82歳,性 別は男性8例,女 性12例 であった。

急性淋疾には1日1,000mgと2,000mgを 毎食後 と就

寝前に4回 分服 したものと1日1,500rngを 毎食後3回

分服としたものがあり5～7日 間の連続投与を行なって

いる。年齢は21歳 から42歳,性 別は男性16例,女

性1例 であった。

観 察 項 目

下部尿路感染症では自覚症 として頻尿,排 尿痛,残 尿

感の有無 ・程度,他 覚症 として尿混濁,尿 中白血球の有

無 ・程度,尿 中細菌については塗抹鏡検と培養の結果を

観察項 目とした。上部尿路感染症では上記の他に自覚症

として腰痛,他 覚症として発熱の有無 ・程度を加えたも

のを観察項 目とした。急性淋疾では自覚症として外尿道

口からの排膿状態 と排尿痛,他 覚症では外尿道 口部の発

赤程度,尿 所見では白血球の有無 ・程度,尿 道分泌所見

では白血球の程度,剥 離上皮細胞の有無,グ ラム染色に

よる淋菌存在の有無を観察項 目とした。

なお尿路感染症例については3濃 度デ ィスクによる尿

分離菌のCephalexin(CEX)に 対する感受性検査と本

剤投与前後の末梢血の赤血球数,白 血球数,BUN,GOT,

GPTに ついての検査 も可能な限 り施行 した。

臨床効果および副作用の判定

九大泌尿器科において以前から用いてきた基準により

判定 した。尿路感染症については自覚症,他 覚症,尿 中

細菌のすべてが正常化 した ものを著効,い ずれか2つ 以

上の項 目が改善あるいは消失 したものを有効,そ の他を

無効とした。急性淋疾については2～4日 で尿道分泌物

中の白血球,淋 菌が消失 し,自 ・他覚症が改善 したもの

を著効,2～4日 で淋菌は消失したが,自 ・他覚症,尿

中白血球がなお存続するものを有効,そ の他を無効とし

た。なお治療開始後10～16日 に再診させた症例は症状

再燃の有無を観察 した。

副作用については薬剤投与開始から終了までの間,そ

の内容 と程度を観察 した。

成 績

尿路感染症の総合臨床効果は著効7例,有 効6例,無

効7例,有 効率65%で あ るが,単 純性の7例 は著効5

例,有 効2例 で有効率100%,複 雑性の13例 は著効2

例,有 効4例,無 効7例 であ り有効率46%で あ った。

急性淋疾の臨床効果は,著 効10例,有 効7例 で無効例

は認められなかった。投与開始後10～16日 の観察が可

能であったのは17例 中11例 であったがそのうち2例

に再燃所見を認めた。これは先の判定基準では著効,有

効 と判定されたものであった(Table3)。

尿路感染症症例の尿分離菌の推移 をみ る と,E.coli

9株 の うち8株 は消失 していたが,Serratiai株,

Pseudomonas aeruginosa2株 はすべて存続 してお り,

Proteusは3株 のうち2株 が存続 していた(Table 4)。

副作用は,4例 に悪心を3例 に食欲不振を合計 して7

Fig. 1 Structure of cefatrizine 
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Table 1 Urinary
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tract infections
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Table 2 Acute
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Table 3 Clinical effect of cefatrizine

Table 4 Movements of urinary pathogens on 

urinary tract infections

Fig. 2 RBC before and after cefatrizine 

administration

Fig. 3 WBC before and after cefatrizine 

administration

Fig. 4 BUN before and after cefatrizine 

administration



VOL. 24 NO.9  CHEMOTHERAPY  1931

例 に 認 め た が6例 は投 与 中 止 して い な い 。 症 例U-19は

4日 目か ら本 剤 服 用 毎 に悪 心 を 来 し始 め7日 目に は本 剤

の 服 用 中 止 を 申 し出 て い る。 症 例U-11,U-12,U-13,

U.14,U-15,U-17,U-18,U-19,U-20の9症 例 に つ い

て は 本 剤 投 与前 後 の末 梢 血 の赤 血 球 数,白 血 球 数,BUN ,

GOT,GPTの 検 査,症 例U-16に は赤 血 球 数 ,白 血 球

数,GOT,GPTの 検 査,症 例U-8,U-9,U-10の3

症 例 に つ い て は,BUN,GOT,GPTの 検 査 を 行 な った

がすべて正常値内の変動であった(Fig.2,3,4,5,6)。

考 按

合成セファロスポ リン製剤の中で経 口剤 としてはすで

にCephalexin,Cephaloglycin,Cephradineな どが登

場 してきてお り,わ れわれもすでにそれ らの臨床効果を

報告 してきた1)3)4)。

Cefatrizineの 抗菌力はProteus vulgaris,Pseudo。

monas aeruginosaな どにはやは り抗菌活性は弱いが,

現在最 も普遍化している,Cephalexinに 比較するとE.

coli,Klebsiella,Proteus mirabilis,.Neisseria gonor-

rhoeaefsど に対 しては低いMICを 示 すことが認められ

ている6)。 しかし吸収,排 泄はCephalexinに 比較する

とやや低いとされている。すなわち既存の経ロセファロ

スポ リン製剤とはやや性状が異なっているので,そ れ ら

の点に留意しなが ら今回の成績を検討 してみた。

臨床効果は尿路感染症の総合有効率は65%で あ った

が単純性には100%の 有効率を認めていた。250mg朝

夕2回 分服,1日500mg投 与 した3例 も有効であった

ことから,急 性単純性膀胱炎には比較的少量投与でも充

分と考えられる。複雑性尿路感染症が難治性であること

は広 く知 られているが,今 回も有効率は46%で あ った。

ただ し今回は1日1,000mg投 与 だけの成績である。複

雑性症例にはもう少し投与量を増量したほ うがよいので

はないかと思われる。複雑性尿路感染症の原因疾患の除

去がなかなか容易でないものも多い。このような折に使

用する抗菌剤はできるだけ副作用が少なく,腎 集中性が

高 く尿排泄率がよいものが望ましい。経 口合成セファロ

スポリン製剤はそのような目的に適 した薬剤であ り今後

も多く使用されるものと思われるが,耐 性菌の問題につ

いては充分に認識 しておく必要がある。

急性淋疾には1,000mg～2,000mg/日 の投与を行なっ

たが,全 例,投 与開始翌 日には淋菌は尿道分泌物内から

認め られなくなった。淋疾の診断,治 療で最 も重要なも

のは尿道分泌物内の淋―菌の検索である。淋疾の治療を開

始して2～3日 しても淋菌が認められた り,い ったん淋

菌が消失 した と思われても短期間の間に再燃 しては,そ

の薬剤は淋疾治療には不適当である。可能な限 り,投 与

Fig. 5 GPT before and after cefatrizine 

administration

Fig. 6 GOT before and after cefatrizine 

administration

Table 5 Correlation between movements of 

urinary pathogens and sensitivity of 

CEX
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開始後10～16日 に再診させ再燃の有無 を調 べた。17

例 中10例 の追跡ができたが,そ の内2例 に再燃を認め

た。治療期間中およびその後約1週 間の飲酒,性 交は禁

じていたが,再 燃例の1例(症 例G-3)は 性 交を行なっ

ていた。 他の1例(症 例G-14)は,尿 道分泌物,尿 中

いずれか らもかな りの白血球が続いて認められてお り,

淋菌が潜在していた とも考えられる。いずれにしても淋

疾治療に際 しては,配 偶者,交 渉相手からの再感染が関

与するので再燃率の比較検討はなかなか困難となる2)。

今回 の尿路感染症例 の尿分離菌 の細菌学的検索では

Stapkylococcus epidermidis,E.coliは ほ とんど消失

しているが,Pseudomonas aeruginosa,Serratiaは 全

株,Proteusは3株 中2株 存続 している。またEntm-

coccus 1株 はPseudomonas aeruginosaに 菌交代 して

いた(Table 4)。 入 院症例 も対象 となっていることから

考え,院 内感染の問題とも関係 してくるがCefatrizine

をは じめとして合成セファ質スポリン製剤に耐性の細菌

が多く含まれていると推察される。

Cefatrizineに つ いては感受性検査を施行しなかった

が,参 考までに尿分離菌のCephalexinに 対する感受性

を3濃 度デ ィスク法により検討した ところ,(-)の3株

1はすべて存続 し,(+)の5株 の うち3株 が存続してい

るのに反 し,(帯)の3株 はすべて消失 し,(〓)の9株

の うち8株 が消失していた(Table5)。 感受性検査成績

と薬剤効果はかならず しも一致するものではない5)が,

今 回のCephaiexin感 受性 と尿分離菌の推移はきわめて

よく相関していた。なお菌交代を認めた1例 はCephaF

exin感 受性(〓)のStaphylococcus epidermidisか ら

(-)のPseudomonas aenuginosaに 交代 した症例9で

.あり,泌 尿器科的検査はこの間に何も施行 していない。

最後に副作用であるが,7例 に悪心を認めただけであ

り投与を中止 したのは1例 であった。なお,そ の悪心は

特 別の治療を行な うことなく,投 与中止により直ちに消

失した。血液一般,肝,腎 機能は本剤投与によっても異

常 な推移を認めなかった。

ま と め

1) 九 大 泌 尿 器 科 お よび 三 信 会 原 病 院 外来,入 院 患 者

の うち 尿 路 感 染 症 と急 性 淋 疾 を有 す る45例 にCefatri-

zineを 投 与 した 。8例 は 脱 落 した ので 検 索 症 例 は37例

で あ った 。

2) 単 純 性 尿 路 感 染 症7例 中3例 に は,1日500mg

投 与 を そ の他 の 尿 路 感 染 症 例 に は す べ て1日1,000mg

投 与 を 行 な った 。 急 性 淋 疾 に は3例 に1日1,000mg,

11例 に1,500m9,3例 に2,000m9投 与 を 行 な った.

3) 単 純 性 尿 路 感 染 症7例 は 著 効5例,有 効2例,有

効 率100%,複 雑 性 尿 路 感 染 症13例 は 著 効2例,有 効

4例,無 効7例,有 効 率46%で あ った 。 急 性 淋 疾 は著

効10例,有 効7例 で あ った 。

4) 副 作 用 は7例 に 悪 心 を認 め た が 投 与 中 止 した もの

は1例 で あ った 。 な お 悪 心 は 投与 中 止 に よ り直 ち に 消 失

した 。

5) 耐 性 菌 の 出 現 に 注 意 す る必 要 は あ る が,Cefatri-

zineは 尿 路 感 染 症 お よ び 急 性 淋 疾 に 有用 な 経 口薬 剤 と

考 え る。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH CEFATRIZINE (S-640 P) IN 

PATIENTS WITH URINARY TRACT INFECTIONS 

AND ACUTE GONORRHEA 

JYOICHI KUMAZAWA, HIDEAKI ITO, SADAMU HIEDA, 
TETSURO TAKESUE and SHUNRO MOMOSE 

Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyushu University 

(Director : Prof. SHUNRO MOMOSE) 
SANSHIN HARA, TAKAHIKO HARA, KAZUNARI NANRI and AKIHITO YAMAGUCHI 

Department of Urology, Sanshinkai Hara Hospital

1) Cefatrizine was administered to 45 patients with urinary tract infections and acute gonorrhea 
consisting of out- and in-patients of Department of Urology, Kyushu University and Sanshinkai Hara 
Hospital. Since 8 patients were dropouted, 37 were subject to the evaluation. 

2) Three of 7 patients with simple urinary tract infections were administered 500 mg daily, and 
other patients with urinary tract infections were given 1, 000 mg daily. Out of the patients with acute 

gonorrhea, 3 patients were administered 1, 000 mg daily, 11 were given 1, 500 mg daily and 3 were 
given 2, 000 mg daily. 

3) Seven patients with simple urinary tract infections resulted in 2 excellent and 5 good with 
effectiveness rate of 100%. Thirteen patients with complicated urinary tract infections resulted in 2 
excellent, 4 good and 7 poor with effectiveness rate of 46%. In acute gonorrhea 10 patients were 
excellent and 7 were good. 

4) Nausea was noted in 7 patients out of whom one patient was discontinued the medication, al-
though the nausea disappeared after the discontinuation. 

5) Although the resistant strains would appear in future, cefatrizine may be considered as a useful 
drug for the treatment of urinary tract infections and acute gonorrhea.


